
本講習会は、2019年度文部科学省委託事業「特別支援教育に関する教職員等の資質向上
（手話等のコミュニケーションツールを活用した教職員等の資質向上に関する講習会）」によるものです。

障害のある子どもたちの日常生活や学習行動をサポートする様々な支援機器

（以下、コミュニケーションツール）の活用を目的とした講習会を開催しませんか。

愛媛大学では、昨年度に続き本年度も、各種障害の症状や特性にあわせたコミュニケー

ションツールの使い方を得意とするベテランの講師を、先生方の学校に派遣します。

ぜひこの機会に講習会の開催をご検討ください。

講習会のテーマと講師については、次ページをご覧ください。

メール・ＦＡＸで申し込む

希望するテーマと講師をそれぞれ選択して、申込用紙に必要事項を記入し、事務局宛まで

お送りください。ご送付の方法は、メールまたはFAXでお願いします。

講習実施日をご連絡

申込用紙を受領後、事務局にて希望の日時を踏まえて講師と日程調整を行います。

講習会の実施日を確定後、ご連絡します。（土日を除き）二週間以内にお返事致します。

開催決定講習会のご案内

開催の決まった講習会は、愛媛大学教育学部HP等で随時案内していきます。

講習会当日

講習会当日は講師の先生のサポートや事前準備に事務局スタッフが対応いたします。

他校開催の講習会に参加される場合は、開催校の担当者か事務局まで事前にご連絡ください。

申込み手順

お知らせ

◆講習会の開催を複数回ご希望の場合は、各回ごとに申込用紙を作成してください。

◆講習会にはより多くの現職の先生方にご参加いただくため、他校の先生方にも開催の案内を

いたします。

◆申し込みの時期や日程次第では、ご希望通りの講習会を開催することが難しい場合がござい

ます。ご了承ください。

◆講師が講習する様子を撮影いたします。聴講されている方は映らないよう配慮いたします。

◆講習会当日の資料はデジタルファイルにて配布します。また手話通訳や要約筆記等の情報保

障を行うこともできます。ご必要でしたら申込用紙にその旨ご記載ください。

～支援機器を活用して 子どもたちの可能性を広げませんか？～
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MAIL089- 927- 9517 eu.sse.lecture@gmail.comTEL・FAX

令和元年６月３日（月）～令和２年１月31日（金）

令和元年７月15日（月）～令和２年３月23日（月）

申込み受付期間

講習会開催可能期間

➢ 講習会では、コミュニケーションツールの最新の動向や実践例を知ることができます！

また、実際にツールを使用することができます！

➢ 講習会のテーマと講師は、応募校のニーズにあわせて指定することができます！

➢ 講習会の日程も応募者のご都合を優先して、場所は応募校にて開催することができます！

➢ 他校開催の講習会にも参加することができます！

講習会の特徴



１．合理的配慮としてのコミュニケーションツール等の活用

多様な障害のある児童生徒への合理的配慮としてのコミュニケ

ーションツール等の活用について総説し、特別支援学校、特別支

援学級、通級指導等におけるコミュニケーションツールとしての

ICT機器の活用について講義と演習を行う。

障害種：視覚・聴覚・知的・肢体・病弱・発達・言語障害

担当講師：苅田 知則

２．学習困難児のコミュニケーションツール等の活用

学習困難（読み書き困難、算数数学困難）児のコミュニケーシ

ョン、及び学習を支援するツールとして、ICT機器（iPad等）と

アプリケーションを紹介し、事例に基づいた演習を行う。

障害種：発達障害（学習困難）

担当講師：苅田 知則・青木 俊仁・平林 ルミ

３．肢体不自由児のコミュニケーションツール等の活用

肢体不自由児のコミュニケーションツールとして、コミュニケ

ーションエイド（VOCA等）、視線入力装置を用いたコミュニケ

ーションや、遠隔操作ロボットを用いた集団参加を紹介するとと

もに、演習において活用のスキルを学ぶ。

障害種：肢体不自由

担当講師：福島 勇

４．重症心身障害児のコミュニケーションツール等の活用

訪問教育等により指導・支援を受ける重症心身障害児のコミュ

ニケーションツールとしてスイッチ遊び教材、VOCA等を紹介す

るとともに、演習において活用のスキルを学ぶ。

障害種：重症心身障害（訪問教育）

担当講師：下川 和洋

５．知的障害・自閉症児のコミュニケーションツール等の活用

知的障害（言語発達遅滞）・自閉症児のコミュニケーションツ

ールとして、シンボル（絵カード含む）、コミュニケーションエ

イド（DropTalk等）を紹介するとともに、事例に基づく演習に

おいて活用のスキルを学ぶ。

障害種：知的障害（言語発達遅滞）

担当講師：小松原 修・中川 宣子

言語障害（機能性構音障害）児への合理的配慮（構音指導）に

ついて概説するとともに、コミュニケーションツール（文字ボー

ドやTalkingAid等）の活用について講義と演習を行う。

障害種：言語障害（機能性構音障害）

担当講師：大谷 吉輝

７．言語障害児のコミュニケーションツール等の活用

言語障害（吃音）児への合理的配慮（言語指導、環境整備）に

ついて概説するとともに、コミュニケーションツール（発話台本

やTalkingAid等）の活用について講義と演習を行う。

障害種：言語障害（吃音）

担当講師：塩見 将志

６．言語障害児のコミュニケーションツール等の活用

苅田 知則 愛媛大学教育学部・准教授

青木 俊仁 宇高耳鼻咽喉科医院・言語聴覚士

平林 ルミ 東京大学先端科学技術研究センター・助教

福島 勇 福岡市立今津特別支援学校・教諭

下川 和洋 NPO法人地域ケアさぽーと研究所・理事

小松原 修 佐賀県立うれしの特別支援学校・教諭

中川 宣子 京都教育大学附属特別支援学校・教諭

大谷 吉輝 伊予病院・言語聴覚士

塩見 将志 川崎医療福祉大学・教授

※講習会の開催時期によっては、講師が変わる可能性があります。講師候補者一覧

講習会のテーマ ７つの講習会のテーマの中から、ご希望の内容のものを一つお選び下さい。


